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 髪が細部に宿るようになってから人生が少しずつ変化してきた。特に髪の毛に関わる分

野では顕著である。床屋さんに行く回数が 1 か月に１回だったのが約２か月に１回と激減

した。また床屋さんで髪チョッキンしてきた時は、特に冬場は頭皮が直接寒気にさらされる

ために風邪予防の帽子をかぶるようになった。若い頃はいい加減に付き合ってきた髪がど

れだけ重要か、少なくなって初めてありがたさに気づかされている。 

 髪が細部に宿るようになってからもう一つ気づいたことがある。「神は細部に宿る」とい

う箴言である。別名「真実は細部に宿る」とも言われる。仕事や作品の細かい所に妥協せず

にこだわってこそ、素晴らしいものが出来上がるという意味で使われる。すぐれたこだわり

は、非常に細部にあるために一見ではわかりにくいことが多い。が、細かいところ、見えに

くいところだからと言って手を抜くべきではないことを諭している。 

 この言葉を最初に世に示したのはフランスの小説家ギュスターブ・フローベル（１８２１

―１８８０）。彼の作品は細部にいたるまで描写がしっかりして、細かく書きながらもどれ

もが無駄なくまとまっているという評価である。また、この箴言を特に有名にしたのはドイ

ツの建築家ミース・ファン・デル・ロース（１８８６―１９６９）と言われている。近代建

築三大巨匠の一人である。大学を出ないで地元の職業訓練校で学び、「少ないことはより豊

か」とシンプルさを追求した建築物を制作し、精神的な豊かさを求めたという。 

 スポーツの世界においてもこの言葉は光を放つ。今回のサッカーワールドカップの日本

戦においても考えさせられる場面がいくつかあった。一つは、クロアチア戦での勝敗を決し

た PK 戦である。最も簡単に得点を決めることができる場面であるが、サッカーはここで天

国と地獄が決まる。人は「勝負は時の運である」と言うが、PK 戦を想定して、クロアチア

のキーパーは日本選手のキックの特徴を事前にスカウテイングしていたという。また、普段

からキッカーの目、肩の向き、軸足のつま先の向きなどから、どの方向にキックするのかを

予想しながら練習していたと思うが、このような細かい所まで意識しながら、こだわりなが

ら準備することで、あのような大一番の勝負で力を発揮するのだろう。 

 もう一つはスペイン戦である。あのピッチ内１ｍｍでのアシストキックである。１ｍｍの

粘りが日本の歴史的な勝利に結びついた。「１ｍｍをおろそかにする者は、１ｍｍに泣く」

という新しい箴言が生まれるだろう。 

 バスケットボールにおいても最も簡単なフリースローの１本が天国と地獄を分けること

がある。特にレベルが上がれば上がるほど実力の差はない。勝敗を決するのは、細かいとこ

ろ、簡単なこと、見えにくい地味なところをいかに確実に、粘り強く、心を込めて遂行でき

るかどうかにかかってくる。 
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